
一
． 

南
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
電
力

供
給
源

　

南
ア
フ
リ
カ
の
主
た
る
電
力
源
は
石

炭
に
よ
る
火
力
発
電
と
原
子
力
発
電
で

あ
る
（
図
）。
一
九
世
紀
末
に
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
と
金
が
発
見
さ
れ
て
以
来
、
南

ア
フ
リ
カ
経
済
は
鉱
物
資
源
の
採
掘
と

掘
り
出
し
た
鉱
物
資
源
の
精
錬
加
工
を

行
う
産
業
を
軸
に
発
展
し
て
き
た
が
、

鉱
工
業
に
必
要
な
動
力
源
を
提
供
し
た

の
が
石
炭
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

鉱
山
の
あ
る
キ
ン
バ
リ
ー
は
世
界
で
も

い
ち
早
く
電
気
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
街
と
し
て
知
ら
れ
、
街
灯
の
電

化
は
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
よ
り
も
早

い
一
八
八
二
年
に
行
わ
れ
た
。
安
価
で

豊
富
な
電
力
供
給
に
支
え
ら
れ
た
南
ア

フ
リ
カ
の
鉱
物
資
源
採
掘
・
精
錬
加
工

業
は
「
鉱
物
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
複
合
」
と

し
て
知
ら
れ
る
（
参
考
文
献
①
）。

　

石
炭
は
二
一
世
紀
初
頭
の
現
在
で
も

南
ア
フ
リ
カ
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
六

五
・
七
％
、
二
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る

電
力
の
九
一
・
七
％
を
供
給
し
て
い
る

（
二
〇
〇
六
年
）。
推
定
四
八
〇
億
ト
ン

と
さ
れ
る
石
炭
埋
蔵
量
は
世
界
の
総
埋

蔵
量
の
五
・
七
％
を
占
め
、
中
国
、
ア

メ
リ
カ
、
イ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
次
い
で
六
番
目
に
多
い
。

南
ア
フ
リ
カ
で
産
出
さ
れ
る
石
炭
の
多

く
は
燃
や
し
た
時
に
灰
に
な
る
部
分
が

多
く
燃
焼
率
の
悪
い
低
品
質
の
石
炭
で

あ
る
も
の
の
、
装
置
の
腐
食
な
ど
を
引

き
起
こ
す
硫
黄
の
含
有
率
が
低
く
、
石

炭
層
が
地
下
の
比
較
的
浅
い
と
こ
ろ
に

厚
い
層
と
な
っ
て
存
在
し
て
い
る
た
め

採
掘
コ
ス
ト
が
安
い
と
い
う
利
点
を

持
っ
て
い
る
（
参
考
文
献
②
）。

　

石
炭
に
よ
る
火
力
発
電
に
次
い
で
重

要
な
電
力
源
が
原
子
力
発
電
で
あ
る
。

南
ア
フ
リ
カ
の
原
子
力
発
電
所
は
ケ
ー

プ
タ
ウ
ン
か
ら
三
〇
キ
ロ
ほ
ど
北
の

コ
ー
バ
ー
グ
に
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
会

社
が
建
設
し
た
二
基
の
加
圧
水
型
軽
水

炉
が
一
九
八
四
年
と
八
五
年
か
ら
操
業

し
て
い
る
。
豊
富
な
石
炭
を
用
い
た
火

力
発
電
に
よ
っ
て
安
く
電
力
を
供
給
で

き
る
同
国
が
初
期
費
用
の
高
い
原
発
を

建
設
し
た
背
景
に
は
、
原
子
力
の
平
和

的
利
用
を
打
ち
出
す
こ
と
で
、
国
民
党

政
権
に
よ
る
原
子
力
爆
弾
の
開
発
製
造

を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
よ
う
と
す
る
意

図
が
あ
っ
た
（
参
考
文
献
③
）。

　

南
ア
フ
リ
カ
で
は
金
鉱
山
の
副
産
物

と
し
て
一
九
世
紀
末
か
ら
ウ
ラ
ン
が
産

出
さ
れ
て
い
た
が
、
当
初
は
使
い
道
が

な
く
廃
棄
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
冷

戦
の
開
始
と
共
に
核
兵
器
開
発
競
争
が

始
ま
る
と
、
南
ア
フ
リ
カ
は
ア
メ
リ
カ

と
イ
ギ
リ
ス
へ
の
ウ
ラ
ン
供
給
源
と

な
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
南

ア
フ
リ
カ
自
身
も
核
兵
器
製
造
に
乗
り

出
し
、
一
九
八
九
年
ま
で
に
六
基
の
原

子
力
爆
弾
を
製
造
し
た
。
し
か
し
民
主

化
直
前
の
一
九
九
三
年
、
当
時
の
デ
ク

ラ
ー
ク
大
統
領
が
原
爆
の
製
造
と
廃
棄

を
明
ら
か
に
し
、同
国
は
世
界
で
唯
一
、

自
主
的
に
原
爆
を
廃
棄
し
た
国
と
な
っ

た
。

　

風
力
や
太
陽
光
な
ど
を
利
用
し
た
発

電
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
三
年
に
『
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
白
書
』が
発
表
さ
れ
、

い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始
さ

れ
た
も
の
の
、
国
内
の
電
力
供
給
源
と

し
て
こ
れ
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
占
め
る

割
合
は
、
現
在
、
ご
く
わ
ず
か
な
数
値

に
留
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
雨
量
の
乏

し
い
南
ア
フ
リ
カ
で
は
国
内
で
大
規
模

な
水
力
発
電
を
行
う
こ
と
が
難
し
く
、

水
力
発
電
の
割
合
も
小
さ
い
。

二
． 

民
主
化
後
の
電
化
の
拡
大
―

供
給
過
剰
か
ら
不
足
へ

　

現
在
、
南
ア
フ
リ
カ
の
発
電
量
の
九

五
％
を
担
っ
て
い
る
の
が
電
力
公
社
エ

ス
コ
ム
で
あ
る
。
エ
ス
コ
ム
は
、
一
九

二
二
年
電
力
法
に
基
づ
き
翌
年
に
設
立

さ
れ
た
電
力
供
給
委
員
会
を
前
身
と
し

（
一
九
八
七
年
に
電
力
公
社
エ
ス
コ
ム

に
改
称
）、
豊
富
な
石
炭
を
原
料
に
電

気
を
安
く
提
供
す
る
こ
と
で
、
同
国
に

お
け
る
鉱
工
業
の
発
展
を
援
助
し
て
き

その他 1.7％

石炭火力
91.7％

原子力
4.2％

水力 2.4％

図　南アフリカの電力供給源（2006年）

（出所）参考文献②より筆者作成。
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た
。
一
九
六
〇
年
代
に
は
高
い
経
済
成

長
率
を
記
録
し
た
こ
と
で
電
力
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
大
規
模
な
火

力
発
電
所
の
建
設
が
相
次
い
で
開
始
さ

れ
た
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
は
成
長

が
鈍
化
し
た
も
の
の
、
す
で
に
建
設
を

開
始
し
て
い
た
発
電
所
の
建
設
を
止
め

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
一
九

九
〇
年
代
初
頭
の
民
主
化
直
前
に
は
南

ア
フ
リ
カ
の
発
電
所
は
国
内
需
要
を
は

る
か
に
凌
ぐ
電
力
供
給
能
力
を
持
つ
こ

と
に
な
っ
た
。

　

過
剰
能
力
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
南

ア
フ
リ
カ
で
は
電
気
代
が
安
く
抑
え
ら

れ
て
い
た
。
同
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
南
ア
フ
リ

カ
は
現
在
で
も
世
界
で
電
気
代
が
も
っ

と
も
安
い
上
位
四
カ
国
に
入
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
二
一
世
紀
を
迎
え
る
頃
に

は
電
力
需
要
の
拡
大
に
よ
り
、
南
ア
フ

リ
カ
の
電
力
は
供
給
過
剰
か
ら
不
足
の

時
代
へ
と
突
入
し
た
。

　

民
主
化
後
の
電
力
需
要
の
拡
大
は
工

業
部
門
（
鉱
業
含
）
を
中
心
に
起
こ
っ

て
き
た
が
、
政
府
が
開
始
し
た
タ
ウ
ン

シ
ッ
プ
（
旧
黒
人
都
市
居
住
区
）
や
農

村
の
貧
困
世
帯
の
電
化
事
業
に
よ
る
電

力
供
給
の
拡
大
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
一
般
世
帯
に
よ
る
電
力
の
消
費
割

合
は
、
一
九
八
二
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年

代
前
半
ま
で
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
総
消
費

量
の
一
五
％
程
度
で
あ
っ
た
が
、
二
〇

〇
六
年
に
は
二
〇
％
ま
で
増
加
し
た
。

絶
対
値
で
見
た
場
合
、
一
般
世
帯
に
よ

る
電
力
の
総
消
費
量
は
一
九
八
〇
年
代

と
比
較
し
て
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
に
は

五
〇
％
以
上
も
増
加
し
て
い
る
（
参
考

文
献
⑤
）。

　

タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
や
農
村
地
域
の
電
化

事
業
は
エ
ス
コ
ム
に
よ
っ
て
一
九
八
〇

年
代
後
半
に
開
始
さ
れ
た
が
、
本
格
的

に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ア

パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
撤
廃
後
で
あ
る
。
一
九

九
〇
年
の
南
ア
フ
リ
カ
の
電
化
率
（
送

電
網
に
繋
が
っ
て
い
る
世
帯
の
割
合
）

は
わ
ず
か
三
一
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

九
四
年
の
民
主
化
後
、
全
国
電
化
事
業

の
も
と
で
全
国
の
電
化
率
は
六
八
％

（
二
〇
〇
二
年
）、
七
三
％
（
二
〇
〇
六

年
）、
七
四
・
九
％
（
二
〇
〇
九
年
）
へ

と
増
加
し
、
一
九
九
四
〜
二
〇
〇
九
年

に
全
国
で
四
九
〇
万
世
帯
が
電
気
を
使

え
る
よ
う
に
な
っ
た
（
参
考
文
献
②
）。

　

し
か
し
、
都
市
と
農
村
の
間
で
は
電

化
率
に
著
し
い
開
き
が
あ
る
。
デ
ー
タ

が
入
手
可
能
な
二
〇
〇
二
年
の
時
点

で
、
都
市
の
電
化
率
が
八
〇
％
で
あ
る

の
に
対
し
、
農
村
の
電
化
率
は
わ
ず
か

五
〇
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。と
は
い
え
、

農
村
の
電
化
率
は
非
常
に
低
い
レ
ベ
ル

（
二
一
％　

一
九
九
五
年
）
か
ら
開
始

し
て
い
る
た
め
、
送
電
網
の
敷
設
と
い

う
点
で
は
都
市
（
七
六
％　

一
九
九
五

年
）
よ
り
も
農
村
で
事
業
が
進
め
ら
れ

て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
逆
に
都
市
世

帯
の
電
化
率
が
増
加
し
な
い
の
は
、
人

口
流
入
に
よ
っ
て
都
市
の
世
帯
数
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
や
、
低
所
得
者
向
け

の
住
宅
建
設
事
業
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
、約
三
〇
〇
ラ
ン
ト
（
五
〇
米
ド
ル
）

の
送
電
網
接
続
料
が
支
払
え
な
い
こ
と

な
ど
が
関
係
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
（
参
考
文
献
④
）。

　

農
村
の
電
化
率
を
巡
っ
て
は
、
地
形

上
の
問
題
や
道
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
欠

如
、
人
口
密
度
が
非
常
に
低
い
等
の
理

由
に
よ
り
、
送
電
網
の
敷
設
を
通
じ
た

電
化
を
さ
ら
に
進
め
る
際
の
費
用
が
非

常
に
高
く
つ
く
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
一
九
九
九
年
に
政
府
は
送

電
網
の
敷
設
を
伴
わ
な
い
農
村
電
化
事

業
も
開
始
し
た
。
こ
れ
は
全
国
で
六
つ

の
農
村
地
域
を
対
象
に
、
最
大
出
力
五

〇
ワ
ッ
ト
の
電
力
を
供
給
す
る
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
設
置
を
推
奨
す
る
事
業
で
あ

る
。
政
府
が
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
に

対
し
て
補
助
金
（
三
五
〇
〇
ラ
ン
ト
）

を
支
払
う
代
わ
り
に
、
利
用
者
は
一
〇

〇
ラ
ン
ト
の
接
続
料
と
毎
月
約
五
八
ラ

ン
ト
の
維
持
費
を
支
払
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
最
大
出
力
量
五
〇
ワ
ッ
ト
の

電
力
で
照
明
器
具
四
つ
、ラ
ジ
オ
一
台
、

白
黒
テ
レ
ビ
一
台
分
の
電
源
が
ま
か
な

わ
れ
る
と
さ
れ
、
毎
月
お
よ
そ
六
キ
ロ

ワ
ッ
ト
時
の
電
力
が
消
費
で
き
る
と
推

定
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
④
）。

三
．
電
気
代
支
払
い
能
力
の
問
題

　

民
主
化
後
、
南
ア
フ
リ
カ
の
電
化
率

は
急
速
に
拡
大
し
た
も
の
の
、
世
帯
に

よ
る
電
力
消
費
量
は
政
府
が
予
想
し
た

ほ
ど
伸
び
な
か
っ
た
。
政
府
は
一
世
帯

の
平
均
的
な
月
額
電
気
使
用
量
を
三
五

〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
と
見
積
も
っ
て
い
た

が
、
実
際
に
は
一
〇
〇
〜
一
五
〇
キ
ロ

ワ
ッ
ト
時
の
使
用
量
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。
電
気
は
照
明
器
具
、
ラ
ジ
オ
や
テ

レ
ビ
、
調
理
の
際
に
部
分
的
に
使
用
さ

れ
る
だ
け
で
、
電
化
さ
れ
た
世
帯
の
多

く
が
調
理
や
暖
房
、
お
湯
を
沸
か
す
際

に
は
薪
や
石
炭
、
灯
油
ラ
ン
プ
な
ど
の

燃
料
源
を
使
用
し
続
け
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
④
）。

　

月
額
電
気
使
用
量
の
低
さ
は
、
人
々

の
電
気
代
支
払
い
能
力
と
関
係
し
て
い

る
。
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
は
電
気
代

が
支
払
え
な
い
た
め
に
、
タ
ウ
ン
シ
ッ

プ
で
電
気
の
供
給
を
止
め
ら
れ
て
し
ま

う
世
帯
が
続
出
し
た
。
二
〇
〇
一
年
に

は
ジ
ョ
ハ
ネ
ス
バ
ー
グ
の
南
西
部
に
位

置
す
る
ソ
ウ
ェ
ト
・
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
だ

け
で
毎
月
二
万
世
帯
の
電
気
が
止
め
ら

れ
た
と
い
う
。
電
気
代
の
不
払
い
を

巡
っ
て
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
タ
ウ
ン

シ
ッ
プ
に
お
い
て
家
賃
や
公
共
料
金
を

不
払
い
す
る
こ
と
が
国
民
党
政
権
に
対

す
る
抗
議
行
動
と
し
て
活
発
に
行
わ
れ

て
い
た
歴
史
的
背
景
を
指
摘
す
る
意
見

も
あ
る
。
実
際
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
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は
強
制
的
な
電
気
の
供
給
停
止
に
対
す

る
抗
議
行
動
が
活
発
に
起
こ
っ
て
い
る

が
、今
日
の
抗
議
行
動
に
つ
い
て
は「
不

払
い
の
文
化
」
よ
り
も
払
い
た
く
て
も

払
え
な
い
と
い
う
支
払
能
力
の
事
実
上

の
欠
如
の
ほ
う
が
お
そ
ら
く
説
得
力
の

あ
る
説
明
で
あ
ろ
う
（
参
考
文
献
⑤
）。

　

電
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
、
貧
困

層
が
生
活
に
必
要
な
電
気
を
実
際
に
使

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
二
〇
〇

一
年
に
政
府
は
送
電
網
に
繋
が
っ
て
い

る
貧
困
世
帯
に
対
し
て
、
毎
月
五
〇
キ

ロ
ワ
ッ
ト
時
の
電
力
を
無
料
で
提
供
す

る
制
度
（
電
力
基
本
支
援
サ
ー
ビ
ス
料

率
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
料
率
な
ど
と
呼
ば

れ
る
）
を
導
入
し
た
。
こ
の
分
量
は
一

世
帯
が
一
カ
月
に
使
用
す
る
照
明
、
ア

イ
ロ
ン
、
給
湯
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の

電
気
代
を
ま
か
な
う
の
に
十
分
な
量
で

あ
る
と
政
府
や
エ
ス
コ
ム
は
主
張
し
て

い
る
も
の
の
、
月
額
五
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト

時
が
貧
困
層
の
生
活
に
と
っ
て
十
分
な

量
か
ど
う
か
を
巡
っ
て
は
批
判
的
な
意

見
も
多
い
。

　

電
力
基
本
支
援
サ
ー
ビ
ス
料
率
は
中

央
政
府
が
枠
組
み
を
定
め
た
政
策
で
あ

る
が
、
実
際
に
運
用
す
る
の
は
エ
ス
コ

ム
か
ら
電
力
を
購
入
し
て
各
世
帯
に
売

却
す
る
業
務
を
担
っ
て
い
る
地
方
自
治

体
で
あ
る
た
め
、
自
治
体
ご
と
に
政
策

の
実
施
内
容
に
若
干
の
違
い
が
出
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
中
央
政
府
の
政
策
は

月
額
五
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
ま
で
無
料
と

し
て
い
る
が
、
地
方
自
治
体
に
よ
っ
て

は
二
〇
〜
五
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
の
間
で

中
央
政
府
の
定
め
た
値
よ
り
も
少
な
い

量
の
み
を
無
料
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
ま
た
、
貧
困
世
帯
を
抽
出
し
て

実
施
す
る
こ
と
が
現
実
的
に
は
困
難
で

あ
る
た
め
、
全
世
帯
を
対
象
に
実
施
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

　

こ
の
制
度
の
貧
困
世
帯
へ
の
効
果
に

つ
い
て
は
積
極
的
な
効
果
を
述
べ
た
研

究
が
い
く
つ
か
出
て
い
る
。た
と
え
ば
、

ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
の
貧
し
い
地
区
で
実
施

さ
れ
た
研
究
は
、
こ
の
制
度
が
導
入
さ

れ
た
後
、
世
帯
ご
と
の
平
均
的
な
月
額

電
力
消
費
量
が
三
〇
〜
三
五
キ
ロ
ワ
ッ

ト
時
増
加
し
た
と
し
て
い
る
。
増
加
分

に
よ
っ
て
、
以
前
は
照
明
を
付
け
て
い

な
か
っ
た
部
屋
に
照
明
を
付
け
る
よ
う

に
な
っ
た
世
帯
や
、
持
っ
て
い
た
の
に

使
っ
て
い
な
か
っ
た
電
化
製
品
を
使
用

す
る
よ
う
に
な
っ
た
世
帯
が
い
る
と
報

告
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
④
）。

　

そ
の
一
方
で
、
南
ア
フ
リ
カ
で
は
電

気
の
購
入
に
関
し
て
前
払
い
制
が
新
た

に
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
事
実
上
、
電
気

が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
人
々
も
い
る
。

プ
リ
ペ
イ
ド
用
の
電
気
メ
ー
タ
ー
が
設

置
さ
れ
た
家
で
は
、　

必
要
な
分
だ
け

の
電
気
代
を
前
払
い
で
購
入
し
、
支

払
っ
た
分
だ
け
電
気
を
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
エ
ス
コ
ム
と
地
方
自
治
体

は
プ
リ
ペ
イ
ド
用
の
電
気
メ
ー
タ
ー
の

設
置
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
と
し
て
プ
リ
ペ
イ
ド
方
式
の

導
入
に
よ
っ
て
、
電
気
代
の
回
収
業
務

や
電
気
の
強
制
的
な
供
給
停
止
・
再
開

業
務
に
伴
う
コ
ス
ト
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
（
参
考
文
献

⑤
）。
し
か
し
な
が
ら
、
前
払
い
制
の
導

入
に
よ
っ
て
支
払
能
力
の
な
い
世
帯
は

自
発
的
に
電
気
を
使
わ
な
く
な
る
た

め
、
貧
困
世
帯
に
電
化
の
メ
リ
ッ
ト
を

拡
大
す
る
社
会
事
業
と
し
て
の
性
格
は

後
退
し
て
し
ま
っ
た
と
言
え
る
。

四
． 

電
力
不
足
の
顕
在
化
と
南
ア
フ
リ

カ
政
府
の
電
力
供
給
拡
大
政
策

　

一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
は
電
力
が

余
っ
て
い
た
南
ア
フ
リ
カ
で
あ
る
が
、

民
主
化
後
の
電
力
需
要
の
拡
大
に
よ

り
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
か
ら
断
続
的

に
停
電
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
〇
〇
五
年
後
半
〜
〇
六
年
初
頭
に
か

け
て
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
を
含
む
い
く
つ

か
の
地
域
で
停
電
が
断
続
的
に
起
こ
っ

た
時
が
白
人
都
市
住
民
や
産
業
界
が
電

力
不
足
を
現
実
的
な
「
危
機
」
と
し
て

受
け
と
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
最
初

の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
二
年
後
の
二
〇

〇
七
年
末
に
は
電
力
供
給
能
力
三
万
八

〇
〇
メ
ガ
ワ
ッ
ト
に
対
し
て
、
ピ
ー
ク

時
の
最
大
電
力
消
費
量
が
三
万
二
〇
〇

〇
メ
ガ
ワ
ッ
ト
と
な
り
、
翌
年
初
頭
に

は
全
国
規
模
で
計
画
停
電
を
実
施
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
た
（
参
考
文

献
⑤
、
⑥
）。

　

深
刻
な
電
力
不
足
に
直
面
し
た
エ
ス

コ
ム
は
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
運
転

を
停
止
し
た
三
つ
の
火
力
発
電
所
の
再

開
に
加
え
、
二
つ
の
大
規
模
な
石
炭
火

力
発
電
所
（
メ
ド
ゥ
ピ
発
電
所
、
ク
シ

レ
発
電
所
）
の
建
設
を
中
心
と
す
る
電

力
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
拡
張
計
画
を
発

表
し
、
現
在
、
建
設
を
進
め
て
い
る
。

他
方
で
、
南
ア
フ
リ
カ
政
府
は
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
を
削
減
す
る
た
め
、
二

〇
三
〇
年
ま
で
に
石
炭
に
よ
る
火
力
発

電
の
割
合
を
四
八
％
ま
で
減
ら
し
、
代

わ
り
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
風
力
、

太
陽
光
）
に
よ
る
電
力
供
給
を
一
六
％

ま
で
増
加
、
原
子
力
に
つ
い
て
も
現
在

の
五
％
未
満
か
ら
一
四
％
ま
で
増
加
す
る

『
統
合
資
源
計
画
』
を
二
〇
一
一
年
三
月

に
承
認
し
た
（
参
考
文
献
⑦
）。
南
ア
フ

リ
カ
は
高
温
ガ
ス
炉
の
一
種
で
あ
る
ペ

ブ
ル
ベ
ッ
ド
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉
の
開
発

を
独
自
に
進
め
て
い
た
が
、
当
初
の
計

画
を
は
る
か
に
上
回
る
時
間
と
予
算
が

か
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
二
〇
一
〇
年
に

開
発
事
業
の
中
止
を
発
表
し
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
原

発
は
コ
ー
バ
ー
グ
と
同
じ
加
圧
水
型
軽

水
炉
と
な
る
模
様
で
あ
る
。

　

南
ア
フ
リ
カ
政
府
の
電
力
供
給
拡
大

政
策
を
考
え
る
う
え
で
は
、
エ
ス
コ
ム
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の
南
部
ア
フ
リ
カ
展
開
も
見
逃
せ
な

い
。
す
で
に
一
九
九
五
年
に
「
南
部
ア

フ
リ
カ
電
力
プ
ー
ル
」
と
い
う
超
国
家

的
な
枠
組
み
が
南
部
ア
フ
リ
カ
諸
国
の

電
力
会
社
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
て
お

り
、
送
電
網
を
繋
ぐ
こ
と
で
加
盟
国
間

で
電
力
の
売
買
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
民
主
化
直
後
か
ら
エ
ス
コ
ム
は

南
部
ア
フ
リ
カ
地
域
を
中
心
に
ア
フ
リ

カ
大
陸
の
電
化
事
業
に
積
極
的
に
進
出

し
て
お
り
、
現
在
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
に

お
け
る
電
力
供
給
の
半
分
以
上
を
担
う

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
国
外
の
発
電
設

備
へ
の
投
資
は
、
当
該
国
で
の
電
力
供

給
の
み
な
ら
ず
、
将
来
的
に
南
ア
フ
リ

カ
に
電
力
を
供
給
す
る
と
い
う
目
的
も

兼
ね
併
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

●
お
わ
り
に

　

福
島
第
一
原
発
事
故
の
影
響
を
受
け

て
ド
イ
ツ
な
ど
が
脱
原
発
を
打
ち
出
す

中
で
、
事
故
が
起
こ
っ
た
直
後
に
南
ア

フ
リ
カ
政
府
が
原
発
に
よ
る
電
力
供
給

の
拡
大
を
承
認
し
た
こ
と
は
、
南
ア
フ

リ
カ
の
よ
う
な
新
興
国
に
と
っ
て
、
経

済
発
展
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
電
力

供
給
に
対
す
る
不
安
を
払
拭
し
、
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
用
い
て
供
給
の
拡
大
を
は

か
る
必
要
性
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
南

ア
フ
リ
カ
国
内
で
は
、
大
規
模
な
石
炭

火
力
発
電
所
や
新
た
に
原
子
力
発
電
所

を
建
設
す
る
よ
り
も
、
太
陽
光
な
ど
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
へ
の
投
資
を

増
加
す
る
道
を
選
択
す
る
方
が
望
ま
し

い
と
す
る
批
判
的
意
見
は
存
在
す
る
。

南
ア
フ
リ
カ
政
府
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
発
電
量
を
現
在
の
き
わ
め

て
限
ら
れ
た
レ
ベ
ル
か
ら
劇
的
に
増
加

す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
も
の

の
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
る

の
か
具
体
的
な
計
画
は
ま
だ
明
ら
か
で

は
な
い
。
石
炭
一
辺
倒
の
電
力
供
給
体

制
を
脱
し
て
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を

減
ら
し
つ
つ
電
力
供
給
を
拡
大
し
て
い

く
た
め
に
ど
う
い
っ
た
燃
料
源
の
組
み

合
わ
せ
が
南
ア
フ
リ
カ
に
と
っ
て
も
っ

と
も
望
ま
し
い
の
か
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
議
論
が
続
け
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ

う
。

　

南
ア
フ
リ
カ
の
電
力
政
策
が
直
面
す

る
も
う
一
つ
の
大
き
な
問
題
は
、
大
規

模
な
イ
ン
フ
ラ
設
備
の
建
設
に
か
か
る

費
用
を
誰
が
負
担
す
る
の
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
エ
ス
コ
ム
は
二
つ
の
大
規

模
火
力
発
電
所
の
建
設
費
用
を
世
界
銀

行
か
ら
の
融
資
に
よ
っ
て
ま
か
な
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
最
終
的
に
は
電
力
の

消
費
者
に
跳
ね
返
っ
て
く
る
。
南
ア
フ

リ
カ
で
は
二
〇
一
〇
年
度
か
ら
一
二
年

度
に
か
け
て
年
間
の
電
気
代
が
毎
年
二

五
％
ず
つ
上
が
る
と
さ
れ
て
お
り
、
産

業
界
か
ら
懸
念
の
声
が
挙
が
っ
て
い
る

の
み
な
ら
ず
、
電
気
代
を
支
払
う
こ
と

の
で
き
な
い
世
帯
が
続
出
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
（
参
考
文
献
⑧
）。
今
後
、

国
内
の
総
電
力
供
給
量
を
増
加
す
る
た

め
の
設
備
投
資
の
回
収
が
貧
困
世
帯
の

電
気
代
を
上
げ
る
こ
と
で
実
現
さ
れ
、

結
果
的
に
電
化
率
の
向
上
や
月
額
五
〇

ワ
ッ
ト
時
と
い
う
無
料
電
力
供
給
に

よ
っ
て
電
気
を
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
人
々
が
再
び
電
気
を
使
用
で
き

な
く
な
る
と
す
る
な
ら
ば
、
と
て
も
皮

肉
な
こ
と
で
あ
る
。

（
さ
と
う　

ち
づ
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

ア
フ
リ
カ
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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